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は し が き

現在、法学系の教育研究機関は、大きな波に揉まれています。法科大学院がスタートして間もなく

１０年になろうとしていますが、あの当時多くの関係者が発した、今後、学部での法学教育や、法学

研究者の養成はどうなるのかという切実な問いに対しては、いまだ明確な答が出ないままです。

 それでも、大阪大学の法学研究科ならびに法学部は、現在の社会の要請に応えるべく、またこれか

ら現れてくる新しい課題をいちはやく見出すべく、できるだけの努力を重ねてきました。さまざまな

指標を見る限り、他の多くの法学系大学院や法学部に比べて、大阪大学の法学研究科・法学部は、比

較的安定した歩みを続けていると言ってよいように思います。今回、外部評価委員のみなさまに検討

していただいた三つの分野、評価、外部との連携、学生支援についても、研究科として、さまざまな

取り組みを始めています。今回の懇談会では、これらの点につき、委員の方々から、貴重なご意見を

いただくことができました。このような充実した内容の記録を公にできることは、研究科長・学部長

として、大きな喜びです。 

大阪大学法学部が独立の学部としてスタートしてから、平成２５年の夏で、ちょうど６０年になり

ます。同じ年にスタートした新制大学院としての法学研究科も、やはり還暦を迎えたことになります。

次の６０年、大阪大学の法学研究科・法学部が、法学系の教育研究機関としてますます大きな役割を

果たしていけるよう、今回いただいたご意見を踏まえ、教育、研究、社会貢献のすべての面において、

さらなる改革に努めてまいりたいと思います。

 最後に、お忙しいなか、私たちのために貴重な時間を割いてくださった外部評価委員のみなさまに、

厚くお礼を申し上げます。

                            大阪大学大学院法学研究科

                                 研究科長 竹中 浩



目  次

はしがき

Ⅰ 大阪大学法学研究科外部評価委員会（平成２５年３月１４日） ……………… 1
参考）事前配付資料 

１．法学部及び法学研究科の現況（部局の使命等・自己点検評価報告書を中心に） …… 28 
２．法政実務連携センターにおける立法論プログラム充実に向けた取組み ……………… 51 

３．学生支援室における法学部生に対するキャリア支援活動 ……………………………… 58 

４．外部評価委員会内規 ………………………………………………………………………… 59 

Ⅱ 外部評価委員の個別意見（コメント） 

 １．大阪府危機管理監            幸田 武史 氏 …………………… 61

２．総務省情報流通行政局郵政行政部長    鈴木 茂樹 氏 ……………………  63

３．みずほパートナーズ法律事務所 弁護士  内藤 欣也 氏 ……………………  66

４．公益社団法人関西経済連合会理事     藤原 幸則 氏 ……………………  68

５．京都大学大学院法学研究科長       村中 孝史 氏 ……………………  70


